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Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

本業務は、第４期大津市保健医療基本計画を策定するに当たり、保健医療について、

市民の意識・実態を調査し、当該調査結果を平成３１年３月に策定したおおつ保健医療

プラン２０１９（第３期大津市保健医療基本計画）の評価資料とするとともに、第４期

計画を策定するための基礎資料とすることを目的とする。 

 

２．調査項目 

（１）健康づくりについて 

（２）母子保健について 

（３）高齢者支援について 

（４）感染症対策について 

（５）生活衛生について 

（６）医療体制について 

（７）難病支援について 

（８）精神保健について 

 

３．調査の設計 

（１）調査地域     大津市全域 

（２）調査対象     市内在住の満２０歳以上８５歳未満の男女個人 

（３）標本数      ３,５００人 

（４）抽出方法     無作為抽出法 

（５）調査方法     郵送法・インターネット調査法の併用 

（６）調査期間     令和６年２月１３日～２月２９日 

 

４ 回収結果 

 

 
 

５．報告書の見方 

（１）比率は全てパーセントで表し、小数点第 2位を四捨五入して算出した。そのための

合計が 100.0パーセントにならない場合がある。 

（２）基数となるべき実数は「n」（件数）として掲載した。したがって比率は、nを 100％

として算出している。 

（３）複数回答が可能な設問では総回答数を「Ｎ」として掲載した。その場合、その項目

を選んだ人が、回答者全体のうち何パーセントを占めるのかという見方をする。し

たがって、各項目の比率の合計は、通常 100パーセントを超える。 

（４）本報告書中の表、グラフ及び本文で使われている選択肢の表現は、本来の意味を損

なわない程度に省略している場合がある。 

 

 

標本数 有効回収率

（人） （％）

3,500 1,158 376 43.8

有効回収数（件）

郵送
インター
ネット
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６．回答者の属性 

 

【年代】 

 

 

【性別】 

 

 

【家族構成】 

 

 

  

　

 20歳代  30歳代  40歳代  50歳代

 60-64歳  65-69歳  70-74歳代  75歳以上  無回答

6.6%

(102人)

10.4%

(159人)

13.2%

(203人)

16.3%

(250人)

10.4%

(159人)

10.4%

(160人)

12.5%

(191人)

20.1%

(309人)

0.1%

(1人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n=1,534)

　

 男性  女性  無回答

44.1%

(677人)

55.8%

(856人)

0.1%

(1人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n=1,534)

　

 単身  同居家族あり  無回答

14.1%

(217人)

85.5%

(1,312人)

0.3%

(5人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数（n=1,534)
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Ⅱ 調査結果 

１．健康づくりについて 

問４ あなたは現在、治療中の疾患がありますか。ある場合は該当する疾患に○をつけてください。

（あてはまるものすべてに） 

 

有効回答のうち、「疾患あり」が 55.6％（838人）、「疾患なし」が 44.4％（668人）となってい

る。「疾患あり」では、「高血圧」が最も多く、43.3％（363 人）、「筋骨格系疾患」が多く 21.2％

（178人）、高脂血症が 19.9％（167人）と続いている。 

 

 
（無回答：28人） 

 

 

問５ あなたの家族（親または子）の中で、現在、治療中の疾患がありますか。ある場合は該当する

疾患に○をつけてください。（あてはまるものすべてに） 

 

有効回答のうち、「疾患あり」が 46.9％（668 人）、「疾患なし」が 53.1％（756 人）となってい

る。「疾患あり」では、「高血圧」が最も多く、43.6％（291 人）、次いで、「糖尿病」が多く 19.6％

（131人）、「筋骨格系疾患」が 16.8％（112人）と続いている。 

 

 
（無回答：110 人） 

 

  

　
脳
血
管
疾
患

　
高
血
圧

　
心
疾
患

　
糖
尿
病

　
が
ん

　
高
脂
血
症

　
精
神
疾
患

　
認
知
症

　
筋
骨
格
系
疾
患

　
難
病

　
そ
の
他

　
無
回
答

55.6% 2.7% 43.3% 8.0% 17.4% 7.4% 19.9% 8.7% 1.3% 21.2% 5.8% 24.9% 0.1% 44.4%

838人 23人 363人 67人 146人 62人 167人 73人 11人 178人 49人 209人 1人 668人

　
疾
患
あ
り

　
疾
患
な
し

　
脳
血
管
疾
患

　
高
血
圧

　
心
疾
患

　
糖
尿
病

　
が
ん

　
高
脂
血
症

　
精
神
疾
患

　
認
知
症

　
筋
骨
格
系
疾
患

　
難
病

　
そ
の
他

　
無
回
答

46.9% 5.1% 43.6% 10.2% 19.6% 9.0% 10.9% 12.4% 6.0% 16.8% 5.2% 14.7% 0.1% 53.1%

668人 34人 291人 68人 131人 60人 73人 83人 40人 112人 35人 98人 1人 756人

　
疾
患
あ
り

　
疾
患
な
し
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問６ あなたは、疾患の有無に関わらず、自分らしく暮らすことができていますか。      

（回答は１つ） 

 

有効回答のうち、「まあまあできている」が最も多く47.4％（726人）、次いで、「できている」が

多く 44.3％（679 人）、「あまりできていない」が 6.7％（103 人）と続いている。「できている」と

「まあまあできている」を合わせた『できている』の割合は 91.7％（1,405人）となっている。 

 

 
（無回答：2 人） 

 

【男性・年代別】 

男性の年代別でみると、20 歳代、30 歳代、70～74 歳代 では「できている」が、他の年代で

は「まあまあできている」が最も多くなっている。『できている』の割合をみると、70～74 歳 が最

も多く 97.7％（85 人）、次いで、４０歳代が多く 95.9％（71 人）、65～69 歳 が 94.5％（69

人）と続いている。 

 

  

91.7% 8.3%

できて
いる

できて
いない

44.3%

(679人)

47.4%

(726人)

6.7%

(103人)

1.6%

(24人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,532)

■疾患の有無にかかわらず、自分らしく暮らすことができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない

80.4% 19.6%

85.7% 14.3%

95.9% 4.1%

86.0% 14.0%

87.8% 12.2%

94.5% 5.5%

97.7% 2.3%

94.2% 5.8%

できて
いる

できて
いない

47.1%

(24人)

47.6%

(30人)

47.3%

(35人)

39.0%

(39人)

37.8%

(28人)

43.8%

(32人)

51.7%

(45人)

39.4%

(61人)

33.3%

(17人)

38.1%

(24人)

48.6%

(36人)

47.0%

(47人)

50.0%

(37人)

50.7%

(37人)

46.0%

(40人)

54.8%

(85人)

7.8%

(4人)

3.2%

(2人)

1.4%

(1人)

1.0%

(1人)

1.4%

(1人)

1.4%

(1人)

0.6%

(1人)

11.8%

(6人)

11.1%

(7人)

2.7% (2人)

13.0%

(13人)

10.8%

(8人)

4.1% (3人)

2.3% (2人)

5.2% (8人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=51)

30歳代(n=63)

40歳代(n=74)

50歳代(n=100)

60～64歳(n=74)

65～69歳(n=73)

70～74歳(n=87)

75歳以上(n=155)

■疾患の有無にかかわらず、自分らしく暮らすことができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない
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【女性・年代別】 

女性の年代別でみると、20 歳代、40 歳代、70～74 歳代 では「できている」が、他の年代で

は「まあまあできている」が最も多くなっている。『できている』の割合とみると、70～74 歳代 が

最も多く 95.2％（99 人）、次いで、75 歳以上が多く 94.9％（146 人）、30 歳代 が 93.7％

（89人）と続いており、すべての年代で９割を超えている。 

 

【疾患有無別】 

『できている』の割合をみると、問 4 で「疾患あり」とした場合では 91.2％、「疾患なし」では

92.3％となっており、いずれも９割を超えている。 

 

 
（疾患なし 無回答：2人） 

 

 

 

92.2% 7.9%

93.7% 6.4%

89.9% 10.2%

90.0% 10.0%

91.8% 8.2%

90.8% 9.2%

95.2% 4.8%

94.9% 5.1%

できて
いる

できて
いない

56.9%

(29人)

46.3%

(44人)

50.8%

(65人)

35.3%

(53人)

44.7%

(38人)

39.1%

(34人)

48.1%

(50人)

46.8%

(72人)

35.3%

(18人)

47.4%

(45人)

39.1%

(50人)

54.7%

(82人)

47.1%

(40人)

51.7%

(45人)

47.1%

(49人)

48.1%

(74人)

2.0%

(1人)

1.1%

(1人)

0.8%

(1人)

2.0%

(3人)

4.7%

(4人)

1.9%

(2人)

0.6%

(1人)

5.9% (3人)

5.3% (5人)

9.4% (12人)

8.0% (12人)

3.5% (3人)

9.2%

(8人)

2.9% (3人)

4.5% (7人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=51)

30歳代(n=95)

40歳代(n=128)

50歳代(n=150)

60～64歳(n=85)

65～69歳(n=87)

70～74歳(n=104)

75歳以上(n=154)

■疾患の有無にかかわらず、自分らしく暮らすことができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない

91.2% 8.8%

92.3% 7.7%

できて
いる

できて
いない

41.8%

(350人)

47.3%

(315人)

49.4%

(414人)

45.0%

(300人)

6.9% (58人)

6.5% (43人)

1.9%

(16人)

1.2%

(8人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

疾患あり(n=838)

疾患なし(n=666)

■疾患の有無にかかわらず、自分らしく暮らすことができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない
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２．母子保健について 

妊娠、出産、育児期に関することについて、お聞きします。 

問７ （１）現在、あなたは６歳以下の子どもがいますか（妊娠中を含みます）。       

（回答は１つ） 

 

有効回答のうち、「いる」が 9.9％（134人）、「いない」が 90.1％（1,213人）となっている。 

 

 
（無回答：187 人） 

 

６歳以下の子どもがいる方のみに、お聞きします。  

問７ （２）あなたは、心身とも健やかに安心して暮らすことができていますか。       

（回答は１つ） 

 

有効回答のうち、「まあまあできている」が最も多く 46.5％（60 人）、次いで、「できている」が

多く 41.1％（53 人）、「あまりできていない」が 10.9％（14 人）と続いている。「できている」と「ま

あまあできている」を合わせた『できている』の割合は 87.6％（113人）となっている。 

 

（無回答：5 人） 

 

 

  

9.9%

(134人)

90.1%

(1,213人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,347)

■（１）現在、あなたは６歳以下の子どもがいますか（単数回答）

 いる  いない

87.6% 12.5%

できて
いる

できて
いない

41.1%

(53人)

46.5%

(60人)

10.9%

(14人)

1.6%

(2人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=129)

■６歳以下の子どもがいる方が心身とも健やかに安心して暮らすことができている

（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない
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３．高齢者支援について 

65歳以上の方にお聞きします。 

問８ あなたは、健康を維持でき、生きがいをもっていきいき暮らすことができていますか。

（回答は１つ） 

 

有効回答のうち、「まあまあできている」が最も多く56.9％（373人）、次いで、「できている」が

多く 29.0％（190 人）、「あまりできていない」が 11.7％（77 人）と続いている。「できている」と

「まあまあできている」を合わせた『できている』の割合は 85.9％（563人）となっている。 

 

（無回答：4 人） 

 

４．感染症対策について 

感染症対策について、お聞きします。 

問９ あなたは、感染症に関して不安なく暮らすことができていますか。（この問いの感染症と

は、結核 や Ｂ型肝炎、はしか、風疹 など、かかると重症化しやすいものとしています）

（回答は１つ） 

 

有効回答のうち、「まあまあできている」が最も多く54.9％（840人）、次いで、「できている」が

多く 33.3％（509 人）、「あまりできていない」が 9.1％（139 人）と続いている。「できている」と

「まあまあできている」を合わせた『できている』の割合は 88.2％（1,349人）となっている。 

 

（無回答：5 人） 

 

  

85.9% 14.1%

できて
いる

できて
いない

29.0%

(190人)

56.9%

(373人)

11.7%

(77人)

2.4%

(16人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=656)

■65歳以上の方が健康を維持でき、生きがいをもっていきいきと暮らすことができている

（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない

88.2% 11.8%

できて
いる

できて
いない

33.3%

(509人)

54.9%

(840人)

9.1%

(139人)

2.7%

(41人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,529)

■感染症に関して不安なく暮らすことができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない
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【男性・年代別】 

男性の年代別でみると、20 歳代では「できている」が、他の年代では「まあまあできている」が

最も多くなっている。『できている』の割合をみると、40歳代が最も多く93.1％（68人）、次いで、

65歳～69歳が多く 90.4％（66人）、70～74歳 が 89.7％（78人）と続いている。 

男性の若い年代で「できている」の割合が、女性と比べて多くなっている。 

 

  

90.2% 9.8%

82.2% 17.7%

93.1% 6.8%

90.0% 10.0%

82.5% 17.6%

90.4% 9.6%

89.7% 10.3%

87.7% 12.2%

できて
いる

できて
いない

51.0%

(26人)

40.3%

(25人)

45.2%

(33人)

27.0%

(27人)

28.4%

(21人)

28.8%

(21人)

34.5%

(30人)

32.9%

(51人)

39.2%

(20人)

41.9%

(26人)

47.9%

(35人)

63.0%

(63人)

54.1%

(40人)

61.6%

(45人)

55.2%

(48人)

54.8%

(85人)

2.0%

(1人)

3.2%

(2人)

4.1%

(3人)

1.0%

(1人)

2.7%

(2人)

4.1%

(3人)

3.4%

(3人)

1.9%

(3人)

7.8% (4人)

14.5%

(9人)

2.7% (2人)

9.0%

(9人)

14.9%

(11人)

5.5% (4人)

6.9% (6人)

10.3%

(16人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=51)

30歳代(n=62)

40歳代(n=73)

50歳代(n=100)

60～64歳(n=74)

65～69歳(n=73)

70～74歳(n=87)

75歳以上(n=155)

■感染症に関して不安なく暮らすことができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない
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【女性・年代別】 

女性の年代別でみると、すべての年代で「まあまあできている」が最も多くなっている。『できて

いる』の割合をみると、20 歳代が最も多く 94.1％（48 人）、次いで、40 歳代が多く 93.0％

（120 人）、70～74 歳、75 歳以上 が 89.4％（70～74 歳：93 人、75 歳以上：135 人）と続

いている。 

 

５．生活衛生について 

生活衛生対策について、お聞きします。 

問１０ あなたは、食べ物や暮らしを取り巻く衛生面に不安なく日常生活をおくることができ

ていますか。（回答は１つ） 

 

有効回答のうち、「できている」が最も多く48.4％（740人）、次いで、「まあまあできている」が

多く 46.9％（718人）、「あまりできていない」が 4.0％（61人）と続いている。「できている」と「ま

あまあできている」を合わせた『できている』の割合は 95.3％（1,458人）となっている。 

 

（無回答：4 人） 

94.1% 5.9%

81.3% 18.7%

93.0% 7.0%

88.0% 12.0%

85.9% 14.1%

83.9% 16.1%

89.4% 10.6%

89.4% 10.5%

できて
いる

できて
いない

35.3%

(18人)

29.2%

(28人)

34.9%

(45人)

30.7%

(46人)

22.4%

(19人)

34.5%

(30人)

31.7%

(33人)

37.1%

(56人)

58.8%

(30人)

52.1%

(50人)

58.1%

(75人)

57.3%

(86人)

63.5%

(54人)

49.4%

(43人)

57.7%

(60人)

52.3%

(79人)

5.9% (3人)

13.5%

(13人)

4.7% (6人)

10.7%

(16人)

9.4%

(8人)

16.1%

(14人)

5.8% (6人)

7.9% (12人)

5.2%

(5人)

2.3%

(3人)

1.3%

(2人)

4.7%

(4人)

4.8%

(5人)

2.6%

(4人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=51)

30歳代(n=96)

40歳代(n=129)

50歳代(n=150)

60～64歳(n=85)

65～69歳(n=87)

70～74歳(n=104)

75歳以上(n=151)

■感染症に関して不安なく暮らすことができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない

95.3% 4.7%

できて
いる

できて
いない

48.4%

(740人)

46.9%

(718人)

4.0%

(61人)

0.7%

(11人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,530)

■食べ物や暮らしを取り巻く衛生面に不安なく日常生活を送ることができている

（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない
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６．医療体制について 

医療体制について、お聞きします。 

問１１ あなたは、医療を身近に感じて、安心して受診することができていますか。（この問い

は、現在治療中（家族の治療中も含む）の方や、今医療にかかっていない方でも、も

し治療が必要になった場合のことを考えてお答えください。）（回答は１つ） 

 

有効回答のうち、「まあまあできている」が最も多く47.6％（729人）、次いで、「できている」が

多く 40.4％（618 人）、「あまりできていない」が 10.1％（154 人）と続いている。「できている」と

「まあまあできている」を合わせた『できている』の割合は 88.0％（1,347人）となっている。 

 

（無回答：3 人） 

【男性・年代別】 

男性の年代別でみると、30 歳代、40 歳代、70～74 歳では「できている」が、他の年代では

「まあまあできている」が最も多くなっている。『できている』の割合をみると、75 歳以上が最も多

く 93.6％（145人）、次いで、70～74歳が多く 93.1％（81人）、65歳～69歳が 90.4％（66

人）と続いており、65歳から年代が高くなるにつれて多くなっている。 

 

88.0% 12.1%

できて
いる

できて
いない

40.4%

(618人)

47.6%

(729人)

10.1%

(154人)

2.0%

(30人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,531)

■医療を身近に感じて、安心して受診することができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない

90.2% 9.8%

81.0% 19.1%

87.8% 12.2%

88.0% 12.0%

86.5% 13.6%

90.4% 9.5%

93.1% 6.8%

93.6% 6.4%

できて
いる

できて
いない

39.2%

(20人)

41.3%

(26人)

44.6%

(33人)

31.0%

(31人)

36.5%

(27人)

42.5%

(31人)

49.4%

(43人)

46.5%

(72人)

51.0%

(26人)

39.7%

(25人)

43.2%

(32人)

57.0%

(57人)

50.0%

(37人)

47.9%

(35人)

43.7%

(38人)

47.1%

(73人)

5.9% (3人)

15.9%

(10人)

9.5%

(7人)

10.0%

(10人)

12.2%

(9人)

6.8% (5人)

5.7% (5人)

5.8% (9人)

3.9%

(2人)

3.2%

(2人)

2.7%

(2人)

2.0%

(2人)

1.4%

(1人)

2.7%

(2人)

1.1%

(1人)

0.6%

(1人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=51)

30歳代(n=63)

40歳代(n=74)

50歳代(n=100)

60～64歳(n=74)

65～69歳(n=73)

70～74歳(n=87)

75歳以上(n=155)

■医療を身近に感じて、安心して受診することができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない
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【女性・年代別】 

女性の年代別でみると、20 歳代、75 歳以上では「できている」が、他の年代では「まあまあで

きている」が最も多くなっている。『できている』の割合をみると、75 歳以上が最も多く 90.9％

（139 人）、次いで、60～64 歳が多く 90.5％（76 人）、70 歳～74 歳が 90.3％（94 人）と続

いており、50 歳代を境に年代が高くなるにつれて、また、年代が低くなるにつれて多くなっている。 

 

【疾患有無別】 

『できている』の割合をみると、問 4 で「疾患あり」とした場合では 90.2％（755 人）、「疾患な

し」では 85.0％（567人）となっており、いずれも 8割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

88.2% 11.8%

85.5% 14.6%

85.3% 14.7%

81.4% 18.6%

90.5% 9.5%

83.7% 16.3%

90.3% 9.7%

90.9% 9.2%

できて
いる

できて
いない

52.9%

(27人)

41.7%

(40人)

35.7%

(46人)

28.7%

(43人)

34.5%

(29人)

40.7%

(35人)

41.3%

(43人)

47.1%

(72人)

35.3%

(18人)

43.8%

(42人)

49.6%

(64人)

52.7%

(79人)

56.0%

(47人)

43.0%

(37人)

49.0%

(51人)

43.8%

(67人)

9.8%

(5人)

12.5%

(12人)

12.4%

(16人)

15.3%

(23人)

8.3%

(7人)

15.1%

(13人)

8.7%

(9人)

7.2% (11人)

2.1%

(2人)

2.3%

(3人)

3.3%

(5人)

1.2%

(1人)

1.2%

(1人)

1.0%

(1人)

2.0%

(3人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=51)

30歳代(n=96)

40歳代(n=129)

50歳代(n=150)

60～64歳(n=84)

65～69歳(n=86)

70～74歳(n=104)

75歳以上(n=153)

■医療を身近に感じて、安心して受診することができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない

90.2% 9.8%

85.0% 14.9%

できて
いる

できて
いない

42.4%

(355人)

37.3%

(249人)

47.8%

(400人)

47.7%

(318人)

8.0% (67人)

12.7%

(85人)

1.8%

(15人)

2.2%

(15人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

疾患あり(n=837)

疾患なし(n=667)

■医療を身近に感じて、安心して受診することができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない
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７．難病支援について 

難病がある方及びその家族にお聞きします。 

問１２ あなた（家族を含む）は、安定した社会生活をおくることができていますか。                 

（該当者のみ、回答は１つ） 

 

有効回答※のうち、「まあまあできている」が最も多く 53.2％（42人）、次いで、「できている」が

多く 31.6％（25 人）、「あまりできていない」が 8.9％（7 人）と続いている。「できている」と「まあ

まあできている」を合わせた『できている』の割合は 84.8％（67人）となっている。一方で『できて

いない』の割合は 15.2％（12人）となっている。 

 

 

 

８．精神保健について 

精神疾患がある方及びその家族にお聞きします。 

問１３ あなた（家族を含む）は、安定した社会生活をおくることができていますか。                 

（回答は１つ） 

 

有効回答※のうち、「まあまあできている」が最も多く 40.7％（55 人）、次いで、「あまりできて

いない」が多く 28.9％（39 人）、「できている」が 20.0％（27 人）と続いている。「できている」と

「まあまあできている」を合わせた『できている』の割合は 60.7％（82 人）となっている。一方で

『できていない』の割合は 39.3％（53人）となっている。 

 

 

 

 

84.8% 15.2%

※問４、問５のいずれか又は両方において「疾患あり」－「難病」と回答があったものを抽出したうえで集計した。

できて
いる

できて
いない

31.6%

(25人)

53.2%

(42人)

8.9%

(7人)

6.3%

(5人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=79)

■難病がある方及びその家族が安定した社会生活をおくることができている（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない

60.7% 39.3%

※問４、問５のいずれか又は両方において「疾患あり」－「精神疾患」と回答があったものを抽出したうえで集計した。

できて
いる

できて
いない

20.0%

(27人)

40.7%

(55人)

28.9%

(39人)

10.4%

(14人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=135)

■精神疾患がある方及びその家族が安定した社会生活をおくることができている

（単数回答）

 できている  まあまあできている  あまりできていない  できていない


